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講師一覧 

講師 

番号 
氏名 担当する項目 

講師 

要件 

専兼 

の別 

新規・継続

の別 
備考 

1  西 嶋 政 子  

1 . ( 1 )多 様 な サ ー ビ ス の 理 解  

1 . ( 2 )介 護 職 の 仕 事 内 容 や 働  

く 現 場 の 理 解  

6 . ( 1 )老 化 に 伴 う こ こ ろ と か  

ら だ の 変 化 と 日 常  

6 . ( 2 )高 齢 者 と 健 康  

9 .Ⅰ ( 1 )介 護 の 基 本 的 な 考 え  

方  

9 .Ⅰ ( 2 )介 護 に 関 す る こ こ ろ  

の し く み の 基 礎 的 理 解  

9 .Ⅰ ( 3 )介 護 に 関 す る か ら だ  

の し く み の 基 礎 的 理 解  

9 .Ⅱ ( 5 )快 適 な 居 住 環 境 整 備  

と 介 護  

9 .Ⅱ ( 6 )整 容 に 関 連 し た こ こ  

ろ と か ら だ の し く み と 自 立  

に 向 け た 介 護  

9 .Ⅱ ( 1 1 )睡 眠 に 関 連 し た こ  

こ ろ と か ら だ の し く み と 自  

立 に 向 け た 介 護  

9 .Ⅱ ( 1 2 )死 に ゆ く 人 に 関 連  

し た こ こ ろ と か ら だ の し く  

み と 終 末 期 介 護  

9 .Ⅲ ( 1 3 )介 護 過 程 の 基 礎 的  

理 解  

9 .Ⅲ ( 1 4 )総 合 生 活 支 援 技 術  

演 習  

ア  兼  新 規  

 

 

2  野 尻 大 輔  

2 . ( 1 )人 権 と 尊 厳 を 支 え る 介  

護  

2 . ( 2 )自 立 に 向 け た 介 護  

5 . ( 2 )介 護 に お け る チ ー ム の  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

サ  兼  新 規  

 

 

3  稗 島 佑 典  

3 . ( 3 )  介 護 に お け る 安 全 の 確  

保 と リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト  

3 . ( 4 )介 護 職 の 安 全  

ア  兼  新 規  

 

 

4  竹 内 美 香  9 .Ⅱ ( 4 )生 活 と 家 事  ア  専  新 規  
 

 

5  松 並 大 輔  

4 . ( 1 )介 護 保 険 制 度  

4 . ( 2 )医 療 と の 連 携 と リ ハ ビ  

リ テ ー シ ョ ン  

7 . ( 1 )認 知 症 を 取 り 巻 く 状 況  

サ  兼  新 規  
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7 . ( 2 )医 学 的 側 面 か ら 見 た 認  

知 症 の 基 礎 と 健 康 管 理  

7 . ( 3 )認 知 症 に 伴 う こ こ ろ と  

か ら だ の 変 化  

7 . ( 4 )家 族 へ の 支 援  

6  續 山 美 智 子  
4 . ( 3 )障 害 者 福 祉 制 度 お よ び

そ の 他 制 度  
ア  専  新 規  

 

 

7  長 久  孝  
5 . ( 1 )介 護 に お け る コ ミ ュ ニ  

ケ ー シ ョ ン  
サ  専  新 規  

 

 

8        

9  神 保 守 寿  

9 .Ⅱ ( 7 )移 動 ・ 移 乗 に 関 連 し  

た こ こ ろ と か ら だ の し く み  

と 自 立 に 向 け た 介 護  

ア  専  新 規  

 

1 0  村 上 千 鶴 子  

9 .Ⅱ ( 8 )食 事 に 関 連 し た こ こ  

ろ と か ら だ の し く み と 自 立  

に 向 け た 介 護  

ク  専  新 規  

 

1 1  香 月 勇 子  

9 .Ⅱ ( 1 0 )排 泄 に 関 連 し た こ  

こ ろ と か ら だ の し く み と 自  

立 に 向 け た 介 護  

ア  専  新 規  

 

1 2  成 徳 徳 子  

9 .Ⅱ ( 9 )入 浴 、 清 潔 保 持 に 関  

連 し た こ こ ろ と か ら だ の し  

く み と 自 立 に 向 け た 介 護  

ウ  専  新 規  

 

1 3  中 島 知 子  

3 . ( 1 )介 護 職 の 役 割 、 専 門 性  

と 多 職 種 と の 連 携  

3 . ( 2 )介 護 職 の 職 業 倫 理  

サ  兼  新 規  

 

1 4  篠 崎 敬 子  

8 . ( 1 )障 害 の 基 礎 的 理 解  

8 . ( 2 )障 害 の 医 学 的 側 面 、  

生 活 障 害 、 心 理 ・ 行 動 の 特  

徴 、 か か わ り 支 援 等 の 基 礎  

的 知 識  

8 . ( 3 )家 族 の 心 理 、 か か わ り  

支 援 の 理 解  

サ  兼  新 規  

 

1 5  近 藤 篤 史  

1 0 . ( 1 )振 り 返 り  

1 0 . ( 2 )就 業 へ の 備 え と 研 修  

修 了 後 に お け る 継 続 的 な 研  

修  

サ  兼  新 規  

添 削 責 任

者 、 課 題

作 成 者 、

面 接 指 導

者  

注１ 「講師番号」欄は、登録する講師について連番を振ること。講師を削除した場合は欠番とし、新たに追加

した場合は新たな末尾の番号を振ること。 

注２ 講義及び演習を担当する者について記載すること。 

注２「講師要件」欄には、講義及び演習を担当する講師の基準（別紙３）に記載されている要件記号を記入する

こと。 

注３「新規・継続の別」欄には、既に届出済みの講師について「継続」、新たに追加した講師について「新規」

と記入すること。 

注４ 講義を通信で行う場合の添削責任者、課題作成者及び面接指導者については、「備考」欄にその旨を記載
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すること。 


